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【本所】

P.1～P.4 … ◆法人運営事業

　　P.1 　①職員体制（平成２５年度）

　　P.1 　②理事会・評議員会

　　P.2～P.3 　③事業・会議・研修会・説明会等（法人運営部門）

　　P.3　 　④寄付金・物品寄付

　　P.4　 　⑤貸付事業

　　P.4　 　⑥賛助会員（社協会費）

　　P.4　 　⑦広報（社協だより）の発行

【鵜殿事業所】

P.5～P.25 … ◆地域福祉事業

　　P.5　 　①サービス支援体制検討委員会

　　P.6　 　②こどもゆめまつり

　　P.7　 　③地域支えあいボランティアサービス事業

　　P.8　 　④ふれあいいきいきサロン

　　P.9　 　⑤社協つれもてまつり

　　P.10　 　⑥心配ごと相談

　　P.11　 　⑦養成講座・スキルアップ講座関係

　　P.12　 　⑧災害ボランティアコーディネーター連絡会

　　P.13　

　　P.14　 　⑩配食サービス

　　P.15　 　⑪子育て支援

　　P.16　 　⑫学童保育

　　P.17　 　⑬福祉協力校関係

　　P.18　

　　P.19～P.25

【アプローチ事業所】

P.26～P.30 … ◆就労継続支援（Ｂ型）事業

　　P.26

　　P.27～P.28

　　P.29

　　P.30

【　　目　次　　】　

　⑮ボランティア・市民活動センター事業

　⑭地域福祉権利擁護事業

　⑨台風１２号 災害ボラセン設置に関する事業

　③就労継続支援（Ｂ型）事業所｢宅配・移動販売｣

　①就労継続支援（Ｂ型）事業所｢アプローチ｣

　④生活交流会事業

　②就労継続支援（Ｂ型）事業所｢福祉の店アプローチ｣



【神内事業所】

P.31～P.35 … ◆訪問介護事業（ホームヘルパー等）

　　P.31 　①訪問介護事業

　　P.32 　②介護予防訪問介護事業

　　P.33 　③障害福祉サービス事業（居宅介護・重度訪問介護）

　　P.34 　④軽度生活支援事業

　　P.35 　⑤福祉有償運送事業

P.36～P.39 … ◆通所介護事業（デイサービス・訪問入浴）

　　P.36 　①通所介護事業

　　P.37 　②介護予防通所介護事業

　　P.38 　③訪問入浴介護事業

　　P.39 　④介護予防訪問入浴介護事業

P.40～P.41 … ◆居宅介護支援事業（ケアマネジャー）

　　P.40 　①居宅介護支援事業

　　P.41 　②居宅介護予防支援事業

P.42 …

P.43 …

P.44 …

【福祉団体事務局】

P.45～P.53 … ◆事務局

　　P.45

　　P.46

　　P.47

　　P.48 　④紀宝町民生委員児童委員協議会

　　P.49 　⑤紀宝町老人クラブ連合会

　　P.50 　⑥紀宝町身体障がい者福祉会

　　P.51 　⑦紀宝町手をつなぐ親の会

　　P.52 　⑧紀宝町母子寡婦福祉会

　　P.53 　⑨紀宝町遺族会

　①紀宝町福祉連絡会

　②紀宝町災害見守り体制連絡協議会

　③紀宝町共同募金委員会

◆寝具等洗濯乾燥消毒サービス事業

◆高齢者生きがい活動支援通所事業

◆日中一時支援事業（身障デイ）



社会福祉法人

紀宝町社会福祉協議会

①法人運営係

②地域福祉係

③受託事業等

平成２５年度

（本所・鵜殿事業所）



事業所 役職 氏名 担当等 事業所 役職 氏名

本所(鵜殿事業所） 会 長 田 中 悟 （ 理 事 ） 神内事業所 次長兼神内事業所長 坂 地 文 子

電話３２－０９５７ 副 会 長 上 平 善 一 （ 理 事 ） 電話３２－２０２３ 通所介護・訪問入浴係◎ 田 尾 明 美

事務局長兼法人運営係長　◎ 濵 田 武 利 （ 常 務 理 事 ） 係 長 補 佐 尾 崎 美 智 子

次長兼鵜殿事業所長　◎ 鈴 木 生 子 地 域 福 祉 係 長 補 佐 尾 張 登 代 子

法 人 運 営 係 長 補 佐 山 城 秀 明 法人運営経理 係 林 優 子

地 域 福 祉 係 登 立 隆 之 地 域 福 祉 係 中 家 美 和

アプローチ事業所 アプローチ係長兼サビ管◎ 中 野 大 ア プ ロ ー チ 係　 　　　 　○ 野 村 由 美

電話３２－０９５７ ア プ ロ ー チ ○ 杉 岡 敏 典 ア プ ロ ー チ 生きがい・障がいデイ○ 前 地 ゆ か り

福祉の店 福祉の店「アプローチ」◎○ 堀 耕 三 福 祉 の 店 神内事業所 訪 問 介 護 係 ◎ 松 原 佳 子

「アプローチ」 福祉の店「アプローチ」○ 森 倉 賢 一 郎 福 祉 の 店 電話３２－３１９７ 係 長 補 佐 川 原 智 子

電話３２－０１４３ 福祉の店「アプローチ」○ 久 保 栄 一 福 祉 の 店 係　 　　 　○ 石 垣 清 美

係　 　　 　○ 岩 本 ゆ か り

係　 　　 　○ 池 田 由 美

神内事業所 居 宅 支 援 係 ◎ 堀 切 貴 子

（役場福祉課へ派遣） ◎ 岡 久 美 子 主 任 ケア マネ 電話３３－０１０１ 係 長 補 佐 中 道 眞 規 子

電話３３－０１７５ 木 村 順 次 ケアマネジャー 係 中 村 洋 子

係 小 山 高 司

係 西 那 久 美

係 大 和 田 有 香 子

場　所月　　　日 主　な　内　容

1．職員体制（平成２５年度） 平成２６年３月３１日現在

紀宝町地域
包括支援センター

◎は係長　※太字は正規職員（21名）、○は嘱託職員（９名）、その他パート７６名

２．理事会・評議員会

安全衛生委員会要綱の一部改正（案）について

５月２７日（月）理事会・評議員会

平成２４年度、事業経過報告について

紀宝町福祉センター
平成２４年度、一般会計・特別会計収支決算について

監査報告

評議員の同意について

会長・副会長の互選について
４月１日（月）理事会

常務理事の指名について
紀宝町福祉センター

３月２８日（金）理事会・評議員会

平成２５年度、特別会計第２次補正予算（案）について

紀宝町福祉センター
平成２６年度、事業計画（案）について

平成２６年度、一般会計・特別会計予算（案）について

１月２９日（水）理事会・評議員会

平成２５年度、一般会計・特別会計第１次補正予算（案）について

紀宝町福祉センター

定款の一部改正（案）について

高年齢者継続雇用要綱の一部改正（案）について

理事の選任について



３月２８日（金）理事会・評議員会 紀宝町福祉センター

その他、定款変更に関する三重県健康福祉部監査室からの指導について



月　日

4月1日

4月4日

4月15日

4月24日

4月25日

5月9日

5月9日

5月13日

5月15日

5月15日

5月17日

5月20日

5月28日

5月29日

6月10日

6月13日

6月14日

6月17日～18日

6月20日

6月28日

7月1日～8月31日

7月8日

7月19日

7月25日

7月25日

7月30日

8月7日

8月11日

8月27日

8月28日

8月29日

9月5日

9月13日

9月25日

9月29日

9月30日

10月1日

10月3日

３．事業・会議・研修会・説明会等　（法人運営部門）

内　容 場　所 参加者　等

職員辞令交付 紀宝町福祉センター 田中会長、職員

登録職員採用面接試験 紀宝町福祉センター 田中会長、福祉有償運送１名

南牟婁郡熊野市事務局長会議 御浜町福祉健康センター 田中会長、山城

新規採用嘱託職員研修会 紀宝町福祉センター 濵田局長、対象職員１名

登録職員採用面接試験 紀宝町福祉センター 田中会長、濵田局長、デイサービス２名

町社協職員研修委員会 紀宝町福祉センター 担当：山城

三重県経営セミナー 津市 田中会長

三重県社協事務局長会議 三重県社会福祉会館 鈴木次長

三重県地域福祉活動推進協議会 三重県社会福祉会館 鈴木次長

町社協監事監査 紀宝町福祉センター 監事：木下、中家　担当：鈴木、山城

資産変更登記 法務局 担当：山城

町社協内部監査 紀宝町福祉センター 監査員：坂地、堀切　担当：鈴木、山城

社会福祉法人役員及び幹部職員研修会 津市 田中会長、上平副会長、木下監事

第１回災害対策会議 紀宝町福祉センター 災害対策委員５名、担当：山城

紀宝町福祉センター避難訓練 紀宝町福祉センター 担当：山城

社会福祉法人現況報告 三重県庁 担当：山城

エアコン保守点検 紀宝町神内福祉センター 前地水道

いなべ市社協、災害視察来所 紀宝町福祉センター 担当：鈴木

社協賛助会員募集強調月間 １口、1,000円

社協活動全国会議 大阪府 田中会長

事務所の電話取り換え工事 紀宝町福祉センター 担当：山城

紀宝町福祉センター避難訓練 紀宝町福祉センター 担当：山城

第２回災害対策会議 紀宝町福祉センター 担当：山城

登録職員採用面接試験 紀宝町福祉センター アプローチ１名

登録職員採用面接試験 紀宝町福祉センター 学童保育５名（夏休み要員）

職員採用試験 紀宝町福祉センター 退職による補充（１名）

安全運転管理者講習会 御浜町中央公民館 濵田局長

社協会費・寄付金等使途検討委員会 紀宝町福祉センター 担当：山城

社協・民児協視察研修打合せ会 紀宝町福祉センター 各代表及び事務局

町社協職員１名退職（離職式） 紀宝町福祉センター 退職１名

第４回災害対策会議 紀宝町福祉センター 災害対策委員５名、担当：山城

法人経営研修会 津市 田中会長、上平副会長、濵田局長

第３回災害対策会議 紀宝町福祉センター 災害対策委員５名、担当：山城

安全衛生講習会 熊野市 鈴木、堀切、山城

安全衛生ヒアリング及び勉強会 紀宝町福祉センター 担当：山城、他職員５名

安全衛生管理　国家試験 津市 職員６名受験（内、５名合格）

町社協職員１名採用（就任式） 紀宝町福祉センター 採用１名

社会福祉法人トップセミナー 津市 田中会長、上平副会長、濵田局長



月　日

10月11日

10月17日～18日

10月23日～24日

10月29日

10月30日

11月6日

11月20日

11月25日

11月27日

11月28日

12月10日

12月24日

1月6日

1月7日

1月20日

1月22日

1月30日

2月2日

2月17日

2月23日

2月24日

2月25日

2月26日

2月28日

3月4日

3月10日

3月12日

3月25日

3月25日

寄付金件数 寄付件数

19 3

第５回、安全衛生委員会 紀宝町福祉センター 安全衛生委員６名、担当：山城

社協、管理者会議 紀宝町福祉センター 会長、局長、次長兼事業所長２名

第６回、安全衛生委員会 紀宝町福祉センター 安全衛生委員７名、担当：山城

社協、係長会議 紀宝町福祉センター 会長、局長、次長２名、係長８名

登録職員採用面接試験 紀宝町福祉センター 田中会長、濵田局長、通所看護師１名

社協職員人権研修会 まなびの郷 全職員対象

嘱託職員採用試験 紀宝町福祉センター ６名採用（地域１、アプ１、店３、通所１）

第８回、社協つれもてまつり 紀宝町福祉センター 約９００名参加

本所・鵜殿事業所避難訓練 紀宝町福祉センター 担当：山城

第７回災害対策会議 紀宝町福祉センター 災害対策委員４名、担当：山城

第４回、安全衛生委員会 紀宝町福祉センター 安全衛生委員７名、担当：山城

社協職員研修（御浜町との合同研修） 紀宝町神内福祉センター 全職員対象

紀宝町福祉センター消防点検 紀宝町福祉センター 前地水道

登録職員採用面接試験 紀宝町福祉センター 田中会長、濵田局長、ヘルパー１名

役員等研修会 津市 田中会長、濵田局長

第６回災害対策会議 紀宝町福祉センター 災害対策委員４名、担当：山城

紀宝町福祉センター 各事業所

登録職員採用面接試験 紀宝町福祉センター 田中会長、濵田局長、福祉の店１名

町社協、民児協合同視察研修会 石川県中能登町 社協１５名、民児協９名、事務局１名

内　容 場　所 参加者

第１回、安全衛生委員会 紀宝町福祉センター 安全衛生委員８名、担当：山城

職員研修（安全運転適正検査） 紀宝町神内福祉センター 全職員対象（３班に分ける）

職員研修（安全運転適正検査） 紀宝町神内福祉センター 全職員対象（３班に分ける）

第６２回、三重県社会福祉大会 津市 担当：登立

998,740 ﾍﾙﾒｯﾄ、車いす、お米30㎏

福祉の店防犯訓練及び防災避難訓練 福祉の店「アプローチ」 担当：山城

４．寄付金・物品寄付

寄付金額（円） 物品名

第５回災害対策会議 紀宝町福祉センター 災害対策委員６名、担当：山城

第２回、安全衛生委員会 紀宝町福祉センター 安全衛生委員７名、担当：山城

職員健康診断 紀宝町神内福祉センター 常勤職員対象

労務管理者講習会 熊野市 濵田局長

第３回、安全衛生委員会 紀宝町福祉センター 安全衛生委員８名、担当：山城

会長、新年訓示



月　日

4月4日

5月15日

5月17日

6月17日～18日

8月27日

8月28日

10月3日

10月17日～18日

10月23日～24日

11月6日

12月10日

1月20日

2月2日

3月12日

月　日

4月15日

4月24日

7月8日

7月19日

8月11日

10月1日

10月11日

1月7日

3月10日

3月25日

月　日

9月5日

9月13日

9月29日

10月30日

11月25日

12月24日

1月30日

2月26日

3月25日

月　日

6月13日

7月25日

8月29日

9月25日

11月20日

1月22日

2月25日

社会福祉法人役員及び幹部職員研修会 津市 田中会長、上平副会長、木下監事

安全運転管理者講習会 御浜町中央公民館 濵田局長

内　容 場　所 参加者　等

三重県経営セミナー 津市 田中会長

町社協、民児協合同視察研修会 石川県中能登町 社協１５名、民児協９名、事務局１名

職員研修（安全運転適正検査） 紀宝町神内福祉センター 全職員対象（３班に分ける）

法人経営研修会 津市 田中会長、上平副会長、濵田局長

社会福祉法人トップセミナー 津市 田中会長、上平副会長、濵田局長

労務管理者講習会 熊野市 濵田局長

役員等研修会 津市 田中会長、濵田局長

職員研修（安全運転適正検査） 紀宝町神内福祉センター 全職員対象（３班に分ける）

内　容 場　所 参加者　等

登録職員採用面接試験 紀宝町福祉センター 田中会長、濵田局長、デイサービス２名

社協職員研修（御浜町との合同研修） 紀宝町神内福祉センター 全職員対象

社協職員人権研修会 まなびの郷 全職員対象

職員採用試験 紀宝町福祉センター 退職による補充（１名）

登録職員採用面接試験 紀宝町福祉センター 学童保育５名（夏休み要員）

登録職員採用面接試験 紀宝町福祉センター 田中会長、福祉有償運送１名

登録職員採用面接試験 紀宝町福祉センター アプローチ１名

●安全衛生委員会

登録職員採用面接試験 紀宝町福祉センター 田中会長、濵田局長、通所看護師１名

嘱託職員採用試験 紀宝町福祉センター ６名採用（地域１、アプ１、店３、通所１）

町社協職員１名採用（就任式） 紀宝町福祉センター 正職員採用１名

内　容 場　所 参加者　等

第１回：規程の確認、要綱の確認、組織図等 紀宝町福祉センター 安全衛生委員８名、担当：山城

安全衛生講習会 熊野市 鈴木、堀切、山城

安全衛生ヒアリング及び勉強会

第２回：講演会「安全衛生について」労基中村氏 紀宝町福祉センター 安全衛生委員７名、担当：山城

第３回：点検簿、安全衛生計画書、事故発生検討等 紀宝町福祉センター 安全衛生委員８名、担当：山城

●災害対策会議

第６回：定期点検の報告、各事業所の安全衛生計画等 紀宝町福祉センター 安全衛生委員７名、担当：山城

第１回：実施要綱、マニュアル作成、避難経路図等 紀宝町福祉センター 災害対策委員５名、担当：山城

第２回：避難経路、災害時の組織図、問題への対応等 紀宝町福祉センター 担当：山城

内　容 場　所 参加者　等

第５回：事前の対策、避難時の対策、マニュアル等 紀宝町福祉センター 災害対策委員６名、担当：山城

第６回：備蓄倉庫設置の件、備蓄品、支援活動等 紀宝町福祉センター 災害対策委員４名、担当：山城

第３回：避難時の対策、マニュアル、避難時参集場所等 紀宝町福祉センター 災害対策委員５名、担当：山城

第４回：避難時の対策、マニュアル、避難時参集場所等 紀宝町福祉センター 災害対策委員５名、担当：山城

第７回：前回の継続審議 紀宝町福祉センター 災害対策委員４名、担当：山城

登録職員採用面接試験 紀宝町福祉センター 田中会長、濵田局長、福祉の店１名

登録職員採用面接試験 紀宝町福祉センター 田中会長、濵田局長、ヘルパー１名

●役職員研修会

●職員採用関係

新規採用嘱託職員研修会 紀宝町福祉センター 濵田局長、対象職員１名

職員６名受験（内、５名合格）

社協活動全国会議 大阪府 田中会長

紀宝町福祉センター 担当：山城、他職員５名

第４回：組織図、労災発生時のマニュアル等 紀宝町福祉センター 安全衛生委員７名、担当：山城

第５回：年間目標、スローガン、マニュアル訂正等 紀宝町福祉センター 安全衛生委員６名、担当：山城

安全衛生管理　国家試験 津市



月　日

5月13日

月　日

7月30日

月　日

4月25日

5月9日

5月9日

8月7日

2月28日

3月4日

月　日

6月14日

7月25日

2月24日

月　日

4月1日

5月15日

5月20日

5月28日

5月29日

6月10日

6月20日

7月1日～8月31日

11月28日

1月6日

2月17日

月　日

6月28日

10月29日

2月23日

内　容 場　所 参加者　等

町社協職員研修委員会 紀宝町福祉センター 担当：山城

三重県社協事務局長会議 三重県社会福祉会館 鈴木次長

三重県地域福祉活動推進協議会 三重県社会福祉会館 鈴木次長

内　容 場　所 参加者　等

南牟婁郡熊野市事務局長会議 御浜町福祉健康センター 田中会長、山城

担当：山城

社協・民児協視察研修打合せ会 紀宝町福祉センター 各代表及び事務局

●避難訓練等

社協、管理者会議 紀宝町福祉センター 会長、局長、次長兼事業所長２名

社協、係長会議 紀宝町福祉センター 会長、局長、次長２名、係長８名

町社協内部監査 監査員：坂地、堀切　担当：鈴木、山城

紀宝町福祉センター避難訓練 紀宝町福祉センター 担当：山城

本所・鵜殿事業所避難訓練 紀宝町福祉センター 担当：山城

内　容 場　所 参加者　等

紀宝町福祉センター避難訓練 紀宝町福祉センター

内　容 場　所 参加者　等

●その他、事務関係等

●研修委員会

●その他会議

●社協会費・寄付金等使途検討委員会
内　容 場　所 参加者　等

担当：山城

資産変更登記 法務局 担当：山城

社会福祉法人現況報告 三重県庁 担当：山城

職員辞令交付 紀宝町福祉センター 田中会長、職員

紀宝町福祉センター

町社協監事監査 紀宝町福祉センター 監事：木下、中家　担当：鈴木、山城

社協会費・寄付金等使途検討委員会 紀宝町福祉センター 担当：山城

●その他、事業関係等
内　容 場　所 参加者　等

会長、新年訓示 紀宝町福祉センター 各事業所

紀宝町福祉センター消防点検 紀宝町福祉センター 前地水道

社協賛助会員募集強調月間 １口、1,000円

職員健康診断 紀宝町神内福祉センター 常勤職員対象

エアコン保守点検 紀宝町神内福祉センター 前地水道

事務所の電話取り換え工事 紀宝町福祉センター

第８回、社協つれもてまつり 紀宝町福祉センター 約９００名参加

いなべ市社協、災害視察来所 紀宝町福祉センター 担当：鈴木

第６２回、三重県社会福祉大会 津市 担当：登立



貸付件数 貸付金額 償還済額 残額

4 350,000 128,000 222,000

4 350,000 128,000 222,000

更 生 資 金 3 4,127,760 2,028,530 2,099,230

身 障 者 資 金 0 0 0 0

生 活 資 金 0 0 0 0

福 祉 資 金 2 2,233,000 334,350 1,898,650

住 宅 資 金 1 534,375 534,375 0

修 学 資 金 4 6,914,400 990,080 5,924,320

(　)内は今年度分 （０） （０） （０） （０）

緊急小口資金 2 200,000 0 200,000

療 養 資 金 0 0 0 0

災 害 資 金 0 0 0 0

離職者支援資金 0 0 0 0

12 14,009,535 5,103,835 8,905,700

６．賛助会員　(社協会費）２５年度合計額 268 件 790,250 円

年度 個人(件) 企業団体（件）

24年度 295 29

25年度 236 32

月 号 ページ数

4 86 6

5 87 8

6 88 6

7 89 8

8 90 6

9 91 6

10 92 6

11 93 6

12 94 6

1 95 8

2 96 6

3 97 6

５．貸付事業 （単位：円）

種　　　　　別

紀 宝 町 助 け 合 い 金 庫

合          計

社協まつり報告、子育て支援、相談所、カレンダー、お互いさん、情報伝言板

学童保育、学童保育募集、福祉講演会、歳末たすけあい運動、子育て等

生きがいデイ、事業計画・予算、共同募金、布団丸洗い、子育て支援、情報伝言板等

（単位：円）

生 活 福 祉 資 金
（三重県社会福祉協議会）

合          計

（※注：貸付金額は、当初の元金と利子額の合計額とし、延滞利子額は入っていない。）

金額(円） 金額（円）

福祉の店、年頭のあいさつ、つれもてまつり、お互いさん、介護保険事業所紹介等

第８回つれもてまつり、各養成講座、共同募金、カレンダー、子育て等

お互いさん事業、神内事業所、福祉の店「アプローチ」、情報伝言板等

オープンカフェ、アプローチ情報、ボラ市民活動、子育て支援、情報伝言板等

社協賛助会員募集、事業報告・決算報告、サロン、子育て、相談、情報伝言板等

こどもゆめまつり、サービス支援体制検討委員会、手話教室、子育て等

消火訓練、布団の丸洗い事業、子育て、相談、寄附、情報伝言板等等

赤い羽根共同募金、ボラスクール、こどもゆめまつり、相談、寄附、等

買物支援、タウンウォッチング、サービス支援体制検討委員会等

331,000

601,000 268,000

459,250

７．広報（社協だより）の発行

主　　　な　　　内　　　容



事業名

事業の概要

事　業　実　績

目　　的

実施内容

年間７回検討委員会を開催しました

地域福祉係 サービス支援体制検討委員会

　地域における福祉サービスの適切な利用の推進を図りながら、

人と人とのつながりを構築し、住み慣れた地域でお互いの個性を

認め合い自分らしいいきいきと暮らせる地域社会を目指す。

15名検討委員を委嘱し、社協の様々なサービスについて意見交換を行う。

・7月24日　アンケート途中経過報告及び配食利用者にアンケート実施予定　

　　　　宅配と移動販売の違いについて確認し、意見交換

・8月29日　アンケートの実施報告

　　　　10月～宅配移動販売実施に向けて、意見交換

・9月25日　困った時はお互いさん事業について説明後、意見交換

（１）社会福祉関係代表（老人クラブ連合会、身体障がい者福祉会、

　母子寡婦福祉会、手をつなぐ親の会、民生委員児童委員協議会の代表）

（２）ボランティア・市民活動センター代表

（３）ボランティア代表（配食ボランティア、お互いさん協力者）

（４）住民代表　（５）行政代表　（６）社協職員代表

今後（次年度）の
課題・改善方法等

・第1次地域福祉活動計画の評価を行い、見直しを行います。

　但し地域福祉活動計画については、町地域福祉計画と連動し

検討していくため、27年度末までに、第2次地域福祉活動計画

を策定します。

・5月23日　社協３事業所の事業内容説明する

　　　 主に９月から予定している宅配・移動販売について意見交換

・6月26日　町内買い物事情について意見交換

　　　　　地区サロン（買い物に困っている地区）でアンケート実施予定

・ふだんのくらししあわせ調査を集計分析し、お互いさん事業、

宅配、移動販売事業など、買い物困難な方への支援に今後も

取り組んでいきます。

　　　　宅配と移動販売は、モデル地区に限定して実施していく

・11月20日　お互いさん事業について意見交換

　　　　宅配・移動販売の現状説明（10月15日から開始成川、井田、鵜殿一部）

・3月12日　宅配・移動販売事業、お互いさん事業進捗状況説明し意見交換

＊ふだんのくらししあわせ調査の実施（75歳以上高齢者）



事業名

利用料等

　・本の読み聞かせ（専門家講師）

　26年度は、ボランティア市民活動センターと協働で実施していきます。

今年度同様、助成金等申請し、財源確保に努めます。

　・本の読み聞かせ、紙芝居、パネルシアター（専門家講師）

　・読み聞かせのポイント学習する

　＊平成25年度こどもゆめ基金助成を受け事業を実施しました

　　助成金　48,000円

　専門家講師:本の読み聞かせ、紙芝居、パネルシアター等

今後（次年度）の
課題・改善方法等

　今回初の試みで、この企画を行いました。

特に夏のこどもゆめまつりは、盛況でにぎわいました。地域のボラ

ンティアが講師を務め、こどもと触れ合う場として、今後も継続

していきます。

①参加費　200円　②無料

事　業　実　績

①8月23日「こどもゆめまつり」　　対象：小学生

　参加者　113名　講師・ボランティア　47名　職員　18名

出来る場を設け、親子で豊かな時間を共有する。

　・ものづくりブース（ダンス、デコパージュ、スライム、バルーンアート

　　科学のおもちゃ）

　・缶バッチ、玉すだれ体験、浴衣着付け体験、食のブース等

②1月16日「こどもゆめまつり～絵本を楽しもう　アラカルト～」

　参加者　こども　15名　大人　28名　対象：子育て中親子

①8月23日「こどもゆめまつり」　

　専門家講師:本の読み聞かせ、地域ボランティアを講師に招き

　ものづくりブースを設け、体験する。

②1月16日「こどもゆめまつり～絵本を楽しもう　アラカルト～」
実施内容

　子育て支援ボランティア等も読み聞かせのポイントを学習する。

地域福祉係 2013こどもゆめまつり ～本を楽しもう～

事業の概要

目　　的

夏休みを利用して、専門家講師を招き日頃から関心の高い読書活動

を支援することで、さらに創造力を養いたくましい自己の成長と

地域福祉の向上につながるよう地域の大人ボランティアと共に取り

組みます。さらに、冬には親も専門家講師による読書活動に参加



事業名

　⑤神内地区（毎月第２・４火曜日）１回平均１０食　

　⑧鮒田地区　１回平均２食　（成川地区が対応）

・おかずのおすそわけサービス　H25年度３地区開始（北桧杖・大里・鮒田）　

　②井田地区（第１・３火曜日　５週目随時検討）１回平均２７食

　③成川地区（毎週木曜日）１回平均２６食　

　　　　　　     (前年度  利用会員138名　協力会員69名)

特徴

・買い物支援ツアーサービス　9月　月２回から月４回実施に変更

　⑦大里（津本・大里西・東）地区（第２・４水曜日）１回平均８食　

　①桐原地区（毎月１日・１５日）１回平均９食

お互いさん登録者　H25年　利用会員156名　協力会員67名

●助けられたり、助けたりと双方向の「お互いさん活動」

今後（次年度）の
課題・改善方法等

　お年寄りや障がいのある方、ひとり親世帯、子育て中の方々など

利用料等

1回250円（利用券を使用）利用券は250円×4枚つづり（1,000
円）で購入。
★利用会員、協力会員とも年会費500円（福祉サービス保険代
等）

ない時利用できる仕組みです。、ボランティア意識を持つ住民同士

あい、みんなが安心して暮らせる地域社会をつくっていきます。

➁現在ふだんのくらししあわせ調査を集計中です。そこから

　④鵜殿地区（毎週木曜日）１回平均１６食

　⑥北桧杖地区（第２・４金曜日）１回平均１０食
事　業　実　績

地域福祉係
地域支えあいボランティアサービス事業
（住民参加型有償サービス）

事業の概要

が、地域で生活する中で自分や家族の力だけではなかなか解決でき

●制度にとらわれない、地域でのあたりまえの暮らしを支える活動

●「会員制」と「有償制」2つの仕組みの「住民参加活動」

目　　的

が「困った時はお互いさん！」の気持ちを活かし、気兼ねなく支え

➂次年度もサロン等に出向き、この事業内容や利用状況等の説明を

行い、サービスの周知徹底を図り、多くの方に理解して頂き、

利用して頂けるよう活動していきます。

　ツアー回数　３６回（町内２４回、町外１２回）延べ利用者１３７名

　利用者１１名（掃除・薬とり・ごみ出し・病院付添い等） 延べ利用数６１件

・その他　　利用者１名（話し相手）　延べ利用数１件

構築推進事業助成金４０万円、町補助金８１万６千円）。

みえてくる課題に取り組んでいきます。

①運営するための財源を確保していく（今年度は地域生活支援モデル

・便利屋さんサービス



事業名

利用料等

・ボランティアリーダーのスキルアップ取組み

①代表者会議：６月１９日　２８名参加

　サロン開設１０年以上に感謝状を贈り、地道な活動を讃える

　全地区サロンの１年間の活動資料をもとに意見交換を図る

②研修会：７月３０日　４６名参加　

　宇久井ビジターセンターで椿油絞り体験

各機関と連携し、成熟した地域づくりの一端を担えるよう

すすめます。

今後（次年度）の
課題・改善方法等

①災害後、今年度から浅里地区が再開し、他所（町内）に移り

住んでいる方も参加するという、異例ではあるがサロンの存在

感がみえます。

④サロンで地域の買物についてのアンケート調査を行い、福祉

の店アプローチの宅配・移動販売をモデル的に実施したり、

地域の生の声を聞く場なので、声をつなげていけるよう進めます。

⑤居宅支援事業所による介護保険の説明や、地域支えあいボラン

ティア事業「困った時はお互いさん！」推進の為のＰＲを継続

して行います。又、地域包括支援センターや保健センター等

事　業　実　績

③交流会：３月２５日　３８名参加

・アプローチ職員より,宅配、移動販売の説明をする

・地域の歴史について解説を受ける（井田山田様より）

地域の民生委員の方などに相談しながら方策を考えていきます。

されており地域主体の事業です。

　各地域毎に、内容を吟味しながら幅広い年齢層の方に参加し

ていただけるように配慮しています。

地域福祉係 ふれあいいきいきサロン

　高齢者等が、地域で孤立しないための住民同士の自発的な支

え合い活動で、老若男女が、介護予防・健康増進・住民の「つ

ながり」が持てるよう支援します。

　地域により異なるが、殆どの地区では、月１回ペースで開催
事業の概要

目　　的

実施内容

③未実施の小畑地区は６月から開始する予定なので、社協も後方

支援を丁寧に行います。

　＊参加者は昨年より約３００名増えています

地域により異なります。（社協より一人につき２００円補助）

・町内２６箇所で開催（内、３箇所については休止中）

　述べ開催回数・・１８８回　

　述べ参加人数・・４，６６２名

②地域のスタッフ不足などから、休止中のサロンがありますが、



事業名

今後（次年度）の
課題・改善方法等

・講演会　「お母さん生んでくれてありがとう」

バス（無料）のお知らせをし、多くの方にご利用していただきました

＊室内では地蔵早書き、着付け分校などを実施

事　業　実　績
　　講師：元祖『オーロラ輝子』叶麗子さん

・大抽選会やもちまきの実施

・各エリア　ブースの出店

（まんぷくエリア）フランクフルト、焼そば、たこ焼き、豚汁、おにぎり等販売

平成26年2月23日（日）10時から１5時　紀宝町福祉センター

③個人ボランティアの活動の場としても定着させていきます。

とともに、地域福祉活動の推進を図ることを目的としています。

　大人フリマやバザー会場も大盛況でした

＊就労継続支援事業所等の製品販売等の実施（5箇所）

け、多くの来場者でにぎわいました。また、各団体やボランテ

・オープニング　木本高等学校吹奏楽部による演奏とパフォーマンス

びエリア（環境・防災・福祉等の啓発）・ふれあいエリアに分

・送迎バスの運行

・バザー・フリーマーケット

　高齢者や障がいのある方にも参加してもらいやすいように、送迎

　子どもフリマでは、小学4年生以上26名の参加

①社協の取り組みを理解していただく絶好の機会なので、今回実施

したスタンプラリーを活用したPR活動等をもっとわかりやすく

行い地域福祉活動の推進を図っていきます。

②多くの方に来場していただけるようPRを行い、社協まつりを地域

・スタンプラリーの実施（3事業所のPRを行いました）

イベントとして定着させていきます（2月最終日曜日）。

により、社会福祉の重要性を地域の住民のみなさんに啓発する

ィアの方には、金曜日からお手伝いいただきました。

●テーマ

実施内容

　様々な視点から社会福祉の向上に活躍している町内の団体が

　子どもから大人まで、楽しめるまんぷくエリア・あそびまな

（あそびまなびエリア）防災・人権・環境・高齢者見守り隊等啓発等

参加者数：約９００名（うち、ボランティア370名）

（ふれあいエリア）餅の販売、バザー等

地域福祉係 社協つれもてまつり

事業の概要

目　　的

一同に会して、子どもから高齢者まで、そして障がいを持つ方

などみなさんが集える「社協つれもてまつり」を開催すること

「みんなでひろげよう　つながろう　ふくしの輪」



事業名

利用料等

　所開設』の周知活動を行っていきます。

③関係専門機関との連携を図りながら、迅速で丁寧な相談業務

　となるよう支援していきます。

今後（次年度）の
課題・改善方法等

①相談内容が年々多様化してきており、相談員の相談スキル・

　専門知識も必要となっております。相談員研修等に参加して

　す。

②相談所を開設しても、相談がない時もあるため、『相談

　いただき、スキルアップを図って頂けるよう支援していきま

　紀宝町福祉センター　１０件　／　鵜殿ふれあい会館　２件

　　　　　　　　　・健康、衛生　　１件

　　　　　　　　　・その他　　　　８件

●相談内容   　　 ・財産関係　　  ３件

　　　　　　　　　・住宅問題　    １件

　　　　　　　　　・家族問題　　　１件

　大里多目的集会所　　　１件　／　井田公民館　　　　１件

地域福祉係 心配ごと相談

事業の概要

目　　的

　広く地域住民のみなさんの、日常生活上のあらゆる相談に応

じ適切な助言、援助を行って、地域福祉の増進を図ることを目

●場所・開催数　　紀宝町福祉センター（１２回）

　　　　　　　　　井田公民館（３回）　　　　　　　巡回相談

　　　　　　　　　大里多目的集会所（３回）

事　業　実　績

　　　　　　　　　鵜殿ふれあい会館（３回）

無料

的として開設します。

実施内容

●相談員　１１名

　　　　　人権擁護委員　５名・民生委員児童委員　４名

　　　　　行政相談員　　２名

●毎月　第４水曜日に開設　１０時～１５時

●相談件数（１４件）



事業名

　また、地域のみなさんが社会貢献できるきっかけづくりにな

り、受講修了者の力を発揮できるようコーディネートします。

事　業　実　績

るよう支援します。

≪養成講座≫

  ②傾聴ボランティア養成講座

　　③　　３月１４日（金）午後　１時～午後３時 　２２名

　　１）日時：①　１０月　７日

　　　　　　　⑥　１２月１６日

　　　　　　　②　１０月２１日

　　①　　３月　６日（木）午前１０時～午後３時 　２３名

　　　　　　　③　１１月１１日

２．傾聴ボランティア養成講座

地域福祉係 養成講座・スキルアップ講座関係

事業の概要

目　　的

講座終了後は、地域・施設等での活動の場を提供することによ

　　　　　　　＊月曜日　午後７時～午後８時３０分

　地域のニーズに合わせて各種養成講座を開催します。

実施内容

  ①初級手話教室

  ③お互いさん担い手養成講座

１．初級手話教室

　　②　　１月２３日（木）午後１時半～午後３時半 １４名

　　　　　　　⑤　１２月　２日

　　③　　１月３０日（木）午後１時半～午後３時半 １６名

　　②　　３月１３日（木）午前１０時～午後３時　 ２６名

　　３）講師：手話サークルすいせん

　　２）教室修了者　　８名

　　①　　１月１４日（火）午後１時半～午後３時   ２３名

　　　　　　　④　１１月２５日

３．お互いさん担い手養成講座

今後（次年度）の
課題・改善方法等

・地域のニーズに応えられるような養成講座やスキルアップ

　講座について、随時検討していきます。



事業名

今後（次年度）の
課題・改善方法等

していきます。

地域福祉係 紀宝町災害ボランティアコーディネーター連絡会（ボラコ会）

事業の概要

目　　的
動を展開するために会員相互の交流を図り、地域での防災訓練や啓

事　業　実　績

実施内容

　3月30日　花見で交流会（浅里）他ボランティア団体との交流　10名

　6月27日松阪市三雲地区民生委員児童委員協議会視察　4名

②防災啓発事業などへの協力

①ボラコ会議の開催：計３回開催

・役員会の開催:合計　２回開催

　5月25日　元気やで紀宝町！川丈感謝まつりへの参加　12名

③他団体との交流、連携

④会員の知識向上のための研修会の実施や研修会等への参加

②防災啓発事業などへの協力

　9月1日　町防災訓練で災害ボランティアセンター設置訓練　19名
　12月7日　県職員と合同で防災啓発（社協ボランティアスクールにて）3名

　6月30日　鈴鹿市災害ボランティアコーディネータースキルアップ研修（浅里）8名

　井田小学校：本部12名　鵜殿小学校：サテライト7名として開設

①災害ボランティアセンター設置マニュアルを作成していきます。

①ボラコ会議・役員会の開催

　＊随時　会長・役員と連絡調整し決定しました。

　紀宝町災害ボランティアコーディネーターが連携して継続した活

　4月24日　総会　34名

　7月27日　美し国おこし三重さきもり塾公開シンポジウムへの参加（御浜　13名）

　8月2日　御浜町災害ボランティアコーディネーターとの交流会　12名

　5月21日　25年度事業計画、川丈感謝まつり
　1月10日　災害ボランティアコーディネーター養成講座の依頼、つれもてまつり

②災害ボランティアコーディネーター同士の交流を図ったり、基礎的な研修、

　2月27日　大台町災害ボランティアコーディネーター養成講座講師（大台町）３名

発事業へ積極的に参加し、災害時には関係機関・団体と協働してボ

ランティアセンターの運営支援を行います。

スキルアップ研修、ボラセン設置訓練等を実施していけるよう側面より支援

　2月3日　災害時備えたネットワーク強化事業研修会（津　2名）

④会員の知識向上のための研修会の実施や研修会等への参加

　10月12日　タウンウォッチング実施（鵜殿）　15名

　2月23日　社協つれもてまつりへの参加　15名

⑤紀宝町災害ボランティアセンター運営支援

⑤紀宝町災害ボランティアセンター運営支援

　8月21日　町防災訓練事前打ち合わせ　12名

③他団体との交流、連携

　9月7日　南伊勢町災害ボランティアコーディネーター養成講座視察研修
　1月25日　多気町災害ボランティアコーディネーター養成講座講師（多気町）３名

　9月1日　災害ボランティアセンター設置訓練

　3月4日　明和町災害ボランティアコーディネーター養成講座講師（明和町）３名

　12月10日　学習会及び交流会　18名



事業名

　6月17日　みえ市民活動センター機関紙の取材（福祉センター）

　　

　2月3日　災害時備えたネットワーク強化事業研修会でパネラーとして参加（津）

　2月12日　災害時備えたネットワーク強化事業研修会でパネラーとして参加（津）

　③その他

　10月21日　松阪市南部地区民生委員児童委員協議会視察　16名来所

　②講演会等へパネラーとして参加

　③その他

事　業　実　績

　①視察の受け入れ、当時の様子を説明し、情報交換を行う。

　②講演会等へ講師・パネラーとして参加

　5月25日　元気やで紀宝町　川丈感謝まつりへの参加（浅里）

　1月25日　多気町災害ボランティアコーディネーター養成講座講師（多気町）

　2月27日　大台町災害ボランティアコーディネーター養成講座講師（大台町）

　3月4日　明和町災害ボランティアコーディネーター養成講座講師（明和町）

　6月27日　松阪市三雲地区民生委員児童委員協議会視察（福祉センター）　

　6月30日　鈴鹿市災害ボランティアコーディネータースキルアップ研修（浅里）

　9月7日　南伊勢町災害ボランティアコーディネーター養成講座視察研修（福祉センター）

　10月24日　大紀町社協災害ボランティアコーディネーター養成講座講師（大紀町）

実施内容

　≪民生委員児童委員協議会≫　（福祉センター）

　6月7日　津市美杉地区民生委員児童委員協議会視察　26名来所

　7月1日　津市久居地区民生委員児童委員協議会視察　40名来所

　7月22日　津市西郊第2地区民生委員児童委員協議会視察　8名来所

地域福祉係 　台風12号災害ボランティアセンター設置に関する事業

　台風１２号災害により、町内外よりご支援いただいた様々な団体から

視察を受け入れ、当時のご支援へのお礼、今後の連携をお願いし、情報

交換を行う。

　①視察の受け入れ、当時の様子を説明、情報交換を行う。
事業の概要

目　　的



事業名

利用料等

　友愛訪問を行い交流を深めています。

＊歳末義援金を活用して、12/27,1/10(紀宝）、12/28(鵜殿）

　紀宝地区・鵜殿地区とも利用人数が減少してきているので、今一

今後（次年度）の
課題・改善方法等

　仕出し弁当を購入して配布しています。

を見直し必要な方に食の提供ができるよう検討していきます。

ボランティアの方には、研修会や意見交換会等を開催し充実した活動

を継続していただけるよう支援していきます。

延べ調理配達ボランティア数　　　４３４名

・紀宝地区配食サービス（第1・3金曜日Aコース、第2・４金曜日Bコース）

２００円

利用者数　　Aコース５７名・Bコース４８名

延べ食数　　　　　　　　　　２，１１９食

度、担当民生委員の方や社協だより等でサービスの周知を行い、

利用人数増加を図ります。それでも増えない様なら現行の利用者原則

＊活動が休みの８月（鵜殿地区は９月も休み）は、ボランティアが

延べ調理配達ボランティア数　　　７１２名

２回ボランティアグループによる手作りの温かいお弁当をお届けし

ます。

実施内容

・鵜殿地区配食サービス（第２・４土曜日）

事業の実績

利用者数　　　　　　　　　　　　　４０名

延べ食数　　　　　　　　　　　　７２０食

　原則として８０歳以上の一人暮しの方（配食希望者）で、同じ地

区内に子どもが住んでいない方を対象にしていますが、特例として

高齢者世帯や８０歳未満でも障がい等で調理が困難な方も、担当民

生委員に意見を伺い対象としています。

地域福祉係 配食サービス

事業の概要

目　　的

　町内の一人暮し高齢者への食事支援と、見守り活動を目的に、月



事業名

利用料等
延べ参加
人数

名簿未記入

１０回 １３５人

１９回 ３８３人

隔月  ６回 ２９人

隔月 ６回　　２３人

月１回 １２回 １５６人

月１回 ９回 １３２人

月１回 １２回　１３２人

月１回 １１回 ８６人

した時を共有できるように支援します。

・親子教室「あらいぶ」

ゆりかご広場の内容を明確にし、参加しやすい場に工夫し、親子

　さらに、参加する側、支援する側共にルールを守り互いに充実

リズムリトミックと隔月で開催します。また、スウィ－ツ広場と

　リズムリトミック

各事業で利用料負担金は異なる。

・タッチ・ケア　

・リズムリトミック

今後（次年度）の
課題・改善方法等

　町子育て支援センターを中心に子育て支援が充実してきており

参加する側が、ニーズに合わせ参加することができる環境です。

　今年度は、音楽療法とリズムリトミックを毎月開催しましたが、

参加者の減少もあり、次年度から奇数月は音楽療法、偶数月は

事　業　実　績

毎週（月・水・金)

開催回数・日数

　音楽療法教室

のリフレッシュの場・親子で楽しむ場を提供していきます。

実施内容

・子育てサロン（ビスケット、ふれんＺｏｏ）

事　　業　　名

　タッチ・ケア

　　　　　　　　　福祉センター2階交流２を開放

地域福祉係 子育て支援

事業の概要

目　　的

　子どもの健やかな発達の支援と、育児不安の軽減、あるいは

解消を目的に身近な公共施設等を利用して、保育所入所前の幼

児とその保護者を対象に様々な事業を実施します。

・音楽療法教室

　「にこにこ広場」月・水・金　10時～12時　

・スウィーツ広場（簡単製作・おやつ作り・流しそうめん・水遊び等）

・施設の開放

　スウィーツ広場

　ゆりかご広場

・ゆりかご広場（親子ヨガ教室・簡単製作等）

　「ふれんＺoo」

　親子教室「あらいぶ」

　にこにこ広場

　「ビスケット」



事業名

利用料等

・学年別参加者数（３月現在）

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計

20 16 11 6 2 1 56

・学校別参加者数

井田 神内 成川 相野谷 鵜殿 合計

15 7 7 0 27 56
　　　　　※この人数には、長期休暇の児童も含まれています。

・行事

　①毎月誕生会　　②おやつ作り（毎週水曜日）　③ドライブ

　④地域ボランティアとの交流　⑤避難訓練

　⑥季節の行事（ひなまつり、七夕、川遊び、ｸﾘｽﾏｽ会、もちつき等）

・会議・研修会等の開催

　①スタッフ会議（月１回）

　②職員スキルアップ研修に参加

生活が送れるようにします。

≪対象者≫　町内の概ね小学１年生～３年生までの児童

≪保育目標≫

育つことができるように援助します。

地域福祉係 学童保育

　保護者が、労働などにより昼間、家庭が留守になる子ども達を対

提供を行い、地域との連携も図りながら、子どもが健やかで豊かに

事業の概要

・開設日数：294日（292）　・述べ参加人数：5,695名(5,215）　（　）前年度

　①スタッフ会議　②運営委員会　③スキルアップ研修会

　　　　　　　　　　長期休暇　８：３０～１８：００

　　　　　　　　　　土曜日　　８：３０～１２：３０

象に、子どもに安全な居場所と保護者が安心して預けられる環境の

事　業　実　績

　⑦保護者交流会の開催（親子レクゲーム大会等）

②子どもたちの様子も多様化していきているので、保護者等と連携を密

≪指導員人数≫登録８名（シフト制で４名体制）

①過去最高の利用希望者（平日＋長期３４名　長期のみ２７名）で、でき

≪開設日・利用時間≫平日　　　授業終了～１８：００

　所の確保等）子どもや保護者が安心して利用できる環境を整えていきます。

月額１５，０００円（長期休暇　日額　１，２００円）減免有

≪会議・研修会等の開催≫

　導員同士が情報を共有しながら日々の保育を行っていきます。

目　　的

　るだけ多くの方が利用できるよう受け入れ体制を整え（職員の確保、場

実施内容

今後（次年度）の
課題・改善方法等

　子どもたちの豊かな人間性を育みながら、楽しくいきいきとした

　にしながら、子どもたちの健やかな成長を見守っていけるように、指

≪定員≫２０名



事業名

・職場体験の協力

助成額

　相野谷小学校４年生（センターにて、高齢者疑似体験・車いす体験）

・福祉協力校会議の開催（実績報告会、当年度の計画、意見交換会）

・職場体験の受け入れ（矢渕中学生　1名）

今後（次年度）の
課題・改善方法等

　各学校とも、地域との交流を盛り込んだ計画・実施をしても

らっています。今後も、社協ができる「福祉教育」の部分を啓

　⑩その他、福祉協力事業にふさわしい事業（地域との交流等）

・福祉協力校会議

・福祉教育

その際、地域のボランティア講師の方たちとの連携も含め、

発しながら、学童・生徒のみなさんが、福祉分野に興味をもっ

　⑤福祉講演会

　⑥学校だより

　小学校、中学校及び高等学校の児童・生徒を対象に、社会福

　相野谷小学校４年生（センターにて、高齢者疑似体験・車いす体験）

　小学校（井田・鵜殿・神内・相野谷・成川）

　⑧社会福祉関係行事の参加

　⑦調査研究活動

１校　５０，０００円

　中学校（相野谷・矢渕）
事業の概要

実施内容

事　業　実　績

・福祉教育

　④奉仕活動

・福祉協力校の指定　町内７校

　①体験学習

　②訪問事業

　③学校行事招待

　⑨協力校相互間の交流

より幅の広いものをすすめていきます。

　

地域福祉係 学童・生徒のボランティア活動事業（福祉協力校）

目　　的
祉に関する実践学習の機会を提供し、社会福祉への理解と関心

を高め、ボランティア・社会連帯の精神を養うとともに地域社

会との連帯を深めることを目的とします。

・福祉協力校

ていただけるようにいろいろな取り組みをしていきます。



事業名

月 延利用数 備考 月 延利用数 備考

４月 4 利用者１名 １０月 4 利用者１名

５月 5 利用者１名 １１月 5 利用者１名

６月 4 利用者１名 １２月 4 利用者１名

７月 4 利用者１名 １月 6
利用者２名

（うち１名新
規）

８月 5 利用者１名 ２月 6 利用者２名

９月 4 利用者１名 ３月 6 利用者２名

合計 57 （回）

地域福祉係 地域福祉権利擁護事業

　日常生活に不安のある方々が、（高齢者・知的障がい者・精

神障がい者など）安心して地域で生活していただけるようお手

伝いします。

①福祉サービス利用援助（利用手続き等が難しい）

②日常的なお金の管理（うまくできない）

③書類などのお預かり（大切な書類をなくしてしまいそう）

※お問い合わせ・申込先：紀南地域権利擁護センター

（熊野市社会福祉協議会）0597-89-1132

・生活支援員研修会への参加

・利用者が安心して暮らせるよう、きめ細やかな支援を行って

年間利用料：３,０００円

●生活支援員４名。権利擁護事業推進員１名。

●利用者数：６名。

（担当内訳：紀宝町２名。基幹社協（熊野市）４名。）

●延べ利用回数：５７回

（紀宝町担当２名分の内訳）

　いきます。

事業の概要

目　的

実施内容

利用料

事　業　実　績

今後（次年度）の
課題・改善方法等



事業名

参加費

今後（次年度）の
課題・改善方法等

参加してもらい易いように曜日や時間、簡単昼食を加える等

気を配りましたが、多くの参加申込が得られませんでした。

最後のアンケートでは、達成感や福祉を学んだことへの満足感

がうかがえたので、２６年度は修了生を中心に若いボランティ

アグループの育成にも力を入れます。

⑤社協つれもてまつりでレッツボランティア！

　日時：２月２３日９時～１３時　参加者：１３名

　内容：各ブースでボランティア活動

⑥障がいってなに？・修了式

　日時：３月１５日９時～１２時　参加者：１１名

　講師：社協職員

　日時：１２月７日９時～１２時３０分　参加者：１０名

　講師：町災害ボラコ・県防災対策課職員・県紀南地域

　　　　活性化局職員・社協職員

④「高齢者体験」と「手話体験」

　日時：１月１９日９時～１２時３０分　参加者６名

　講師：手話サークルすいせん・社協職員

全６回の内、４回以上の出席者には修了証を発行。

無料

事　業　実　績

①身近な福祉について・交流レク・流しそうめん

　　日時：７月３１日９時～１２時３０分　参加者：９名　

　　講師：ﾎﾞﾗ市民センター森運営委員長・社協職員

②いざという時の手当知識・バーベキューで交流

　日時：８月８日９時～１３時　参加者：７名

　講師：熊野消防紀宝分署職員・浅里区長・社協職員

③防災について考える、台風１２号から学ぶ

地域福祉係 学童・生徒のボランティア活動事業（ボランティアスクール）

事業の概要

目　　的

身近な福祉への正しい理解と関心を高め、主体的に取り組み、

自己の成長と地域の福祉力向上を目指す。

実施内容

一年間を通して、様々な専門家や地域講師等と関わりながら

他学校生と一緒に取り組んでいくため、今年度は６回実施。



事業名

月　日 参加者

①4月9日 １１名

②5月10日 １０６名

③6月19日 １２名

④7月23日 １２名

⑤7月26日 ３５名

⑥8月6日 ３１名

⑦10月3日 １２名

⑧11月26日 ２８名

⑨11月28日 １８名

⑩12月11日 １３名

⑪1月28日 ３２名

⑫2月25日 １３名

今後（次年度）の
課題・改善方法等

事業の概要

開催し、今年度の目標事項である、多世代交流・次世代ボランティ

アの育成について話合い、今後の活動に活かします。

事　業　実　績

検討する為、運営委員会を開催します。また、分野別交流会を3回

　センターを運営するにあたり、社会的に共有すべき課題や取組を

内　　容

第7回全国校区　小地域福祉活動サミットinみえ

地域福祉係 ボランティア・市民活動センター〔運営体制〕

　ボランティア・市民活動センターは「住民参加・協働」による地

裾野を広げ、多様な地域福祉の担い手と協働するために、多様な分

野の関係者が参加し、意見が反映されるよう開かれたセンターの運

目　　的

営体制を目指します。

域福祉を進める要であるため、ボランティア・市民活動への参加の

実施内容

新宮市・紀宝町交流会

　（●登録団体９１団体から９２団体（４，２１６名）に増えました。）

第５回運営委員会

分野別交流会　(文化分野）

第４回運営委員会

分野別交流会　（教育・まちづくり・環境・保健分野）

第２回運営委員会

第３回運営委員会

第1回運営委員会

総会

では社協と共催し、積極的に次世代との交流を深めます。

できるよう検討していきます。

・全国ボランティアフェスティバルぎふへ参加していきます。

第6回運営委員会

・今年度3回開催した分野別交流会の意見を活かし、「こどもゆめまつり」

・リサイクルバザー等で積み立てたボランティア基金を有効活用

分野別交流会　（福祉分野）


